
第
二
節

市
政

の
動
向

1

不
況
下
の
行
財
政

第四章 経済不況と奈良

財
政

の
硬
直
化

市
政
施
行
以
来
大
正
期

に
か
け
て
、
市
勢
の
発
展
に
と
も
な

っ
て
財
政
の
膨
張
を
み
た
こ
と

は
す

で
に
み
た
が

(第
三
章

第
一節
)、
そ
の
後
も
財
政
は
増
大
を

つ
づ
け
た
。
し
か
し
、
昭
和
を
迎
え
不
況
が
深
刻
化
す
る
に
と
も
な

っ
て
緊

縮
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

昭
和
二
年

(
一九二七)
度
を
ピ
ー
ク
に
縮
小

に
向
か

い
、

昭
和
七
年
度
か
ら
ふ
く
れ
は
じ
め
る
が
、

二
年
度
の
規
模
を
越
え
る
の
は
、
九
年
度

か
ら
の
こ
と
で
あ
る

(図
5
。
特
別
会

計
は
含
ま
な
い
)
。

図
5
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
年
度

と
も
歳
入
が
歳
出
を
上
ま
わ
り
毎
年
繰
越

金
が
あ

っ
て
、
い
か
に
も
健
全
財
政
だ

っ

た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上

水
道
の
敷
設
を
は
じ
あ
小
学
校
の
増
改
築

市
営
住
宅
の
建
設
、
公
設
市
場
の
改
築
な

図5歳 入歳 出決算状況

(大正元年～昭和11年)

図{
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旧 『奈良市史』による。
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ど
、
新
規
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は

財
源
を
起
債
に
求
め
て
き
た
。

そ
の
た
め
昭
和
二
年
三
月
末
の

市
債
高
は

一
二
七
万
八
八
〇
六

円
、
『奈
良
新
聞
』
は

「奈
良

市
は
県
下
の
借
金
王
」
の
見
出

し

で
、
表
21
の
よ
う
な
数
字
を

あ
げ
て
い
る

(昭
和
二
年
五
月

二
十
二
日
付

)
。

翌
三
年
の
塵
埃
焼
却
場
、
屠

場

の
建
設
な
ど
も
起
債
に
よ

っ

て
行
わ
れ
た
の
で
、

一
部
償
還

S村町市　県良奈末月3

況

年

状

2

債

和

方

昭

地

21表

県 奈良市 町 村

円 円 円
教 育 費 72,000 122,032 305,730

衛 生 費 10,478

勧 業 費 15,775

災 害 土 木 費 39,5000

電気 ガス事業 費 29,750

社 会 事 業 費 318,000 67,308 117,500

自作農創設維持費 57,344 313,014

水 道 費 1,075,934 54,000

農業倉庫建築費 10,000

公設市場改築費 13,532

『奈良新聞』昭和2年5月22日 付(一 部修正)。

表22昭 和6年10月 現 在 費 目別 公 市 債 高

科 目 公債高 償還期限

円
水 道 公 債 939,208.58 昭和12年

小学校 改築 費 64,800 昭和11年

市営住宅建築費 52,235.64 昭和15年

公設市場改築費 11,426.40 昭和19年

塵芥焼 却場費 12,607.35 昭和11年

屠場移転改築費 2,148.13 昭和7年

臨時事 業公債 235,000 昭和23年

計 1,317,426.10

『奈良新聞』 昭和6年10月17日 付 による。

 

は
す
す
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
昭
和
六
年
十
月

一
日
現
在
、
市
債
高
は

1
三

1
万
七
四
二
六
円

一
〇
銭
に
達
し
た

(亠鞣
恨
腑
櫚
皆
嘲
⑯
。

そ

の
内
訳
は
表
22
の
と
お
り
だ
が
、
水
道
公
債
が
圧
倒
的
に
多
い
。
利
息
は
最
高
六
分
三
厘
五
毛
、
最
低
で
四
分

八
厘
、
利
子
だ
け
で

も
年
々

一
五
、
六
万
円
の
支
出
と
な
り
、
苦
し
い
財
政
を
圧
迫
し
た
。
そ
の
後
昭
和
九
年
度

に
第
六
小
学
校
や
循

環
道
路

の
新
設

の
た

め
の
起
債
が
あ

っ
て
、
昭
和
十
年
二
月
現
在
の
公
債
高
は

一
五
七
万
九
七
五
〇
円
に
ふ
え
て
い
る
。

こ
と
わ
る
ま
で
も
な
く
財
政
の
膨
張
は
、
歳
入
面
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
市
税

の
増
徴
が
著
し
か

っ
た
結
果
だ
が
、
歳
入
に
占
め
る

市
税
の
割
合
は
、
表
23
の
と
お
り
で
、
昭
和
に
入

っ
て
低
下
、
八
年
か
ら
は
五
〇
鮃
を
割
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
経
済
不
況
の
た
あ
、

す

で
に
昭
和
二
年
度
に
お
い
て
営
業
収
益
税
、
遊
興
税
の
付
加
税
が
大
幅

の
減
収
と
な

っ
た
。
市
税
が
減
収
に
な

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
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第四章 経済不況と奈良

滞
納
も
に
わ
か
に
ふ
え
は
じ
め
た
。
昭
和
三
年
度
の
市
税
滞
納
額
は
八
万
三
〇
〇
〇
円
、

滞
納
者

一
万
七
七
人
で
あ
る
か
ら
、
市
民
の
五
分
の

一
が
三
年
度
の
税
金
を
滞
納
、
市

税
収
入
の

一
割
二
分
以
上
が
未
納
に
な

っ
て
い
た
わ
け
に
な
る

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
四

年
六
月
二
十
四
日
付

)
。

市

で
は
、
こ
の
年
の
春
か
ら
納
税
組
合
の
設
立
を
奨
励
し
、
市
税
を
ま
と
め
て
完
納
し

た
組
合
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
な
ど
し
て

(
「納
税
奨

励
規
程
」
)、

滞
納

の
整
理
に
努
め
る
こ
と

に
し
た
。
少
し
は
効
果
が
あ

っ
た
の
か
、
四
年
度
の
滞
納
額
は
五
万
四
、
五
〇
〇
〇
円
、

わ
ら
わ

前
年
度
よ
り
も
減

っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
ひ
き

つ
づ
き

「滞
納
者
整
理
/
大
童
の

市
当
局
」
(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

五
年
八
月
五
日
付

)
、
「
滞
納
整
理
班
を
繰
り
出

し
/
赤
字
食
止
め
に
大
童
」

表23歳 入 に占める市税の割合

%

76.9

62.4

64.0

50.9

62.6

57.4

48,3

41.2

大正元年度

5年度

10年度

昭和元年度

4年度

6年度

8年度

11年度

注 大正10年までは旧 『奈良市史』、あと

は 『奈良市公報』から作成。

 

(同
昭
和
七
年
五

月
二
十
二
日
付
)
、
と
い
っ
た
報
道
を
散
見
す
る
。
昭
和
八
年
五
月
の

『
奈
良
新
聞
』
に

「七
年
度
の
市
税
/
赤
字
は
出
ま
い
/
躍
起
と
な
っ

て
徴
税
を
督
励
/
未
収
入
三
万
円
位
か
」
(五
月
三

十
日
付
)
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
は
滞
納
の
整
理
も
か
な
り
す
す
ん
だ

と
み
ら
れ
る
。

折
か
ら
日
本
経
済
も
、
よ
う
や
く
不
況
か
ら
脱
出
の
気
配
を
み
せ
て
い
た
。

市
税
の
減
収
と
滞
納
の
増
加
で
歳
入
は
減
少
す
る
し
、
主
要
経
費

で
あ
る
役
所
費
と
小
学
校
費
を
節
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。

い
き
お
い
市
の
財
政
は
硬
直
化
し
、
昭
和
四
年
度
か
ら
五
年
間
は
徹
底
し
た
緊
縮
方
針
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
が
、
基
本
財
産
を
運
用
し
た
り
な
ど
し
て
の
や
り
く
り
算
段

で
あ

っ
た
。

基
本
財
産
は
、
市
財
政
の
基
礎
を
確
立
す
る
た
め
、
明
治
三
十
七
年

(一九〇四)
に
制
定
さ
れ
た
市
基
本
財
産
蓄
積
規

程
を
は
じ
あ
と

し

て
、
大
正
二
年

(
一九
三
)
の
市
奨
学
基
本
金
蓄
積
規
程
、
同
十
年

の
奈
良
市
記
念
事
業
基
金
蓄
積
規
程
、
嘉
納
治
兵

衛
か
ら
の
寄
付

金

一
五
万
円
に
よ
る
昭
和
四
年
の
市
社
会
事
業
基
金
管
理
条
例
、
同
五
年

の
市
罹
災
救
助
資
金
蓄
積
条
例
に
よ

っ
て
、
基
本
財
産
総
額

は
、
昭
和
六
年
末
二
九
万
七
〇
三
七
円
余
、
八
年
末
現
在
三
五
万
七

一
〇
三
円
に
達
し
て
い
た
。
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年市
と制

即三

位十

礼周

昭
和
三
年

(
一九二八)
は
、
普
通
選
挙
に
よ
る
第

一
回
総
選
挙

の
年

で
あ
り
、
昭
和
天
皇
の
即
位
礼

御
大
典
あ

る
い
は
大
礼
と
呼
ば
れ
た

の
年

で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
、
奈
良
市
に
と

っ
て
は
市
制
施
行
三
十
周
年
に
あ
た
る

434

年

で
も
あ

っ
た
。

二
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
普
通
選
挙
の
こ
と
は
あ
と
で
ふ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
興
奮

の
ま
だ
醒
め
や
ら
ぬ
二
月
下
旬
、
市
庁
舎
の
移

転
改
築
計
画
が
御
大
典
記
念
事
業
の
博
覧
会
と
か
ら
ん
で
政
治
問
題
化
し
、
奈
良
は
大
き
く
揺
れ
て
い
た
。
こ
の
年
、
御
大
典
を
記
念

し
て
全
国
二
五
か
所
で
博
覧
会
が
催
さ
れ
る
の
だ
が

(山
本
光
雄
『日

本
博
覧
会
史
』
)
、
奈
良
市
も
ま
た
、
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
、
三
条
池

(欟
旺
条
)

を
埋
め
立
て
て
こ
こ
を
会
場
に
博
覧
会
を
開
催
、
そ
の
本
館
を
新
庁
舎

に
あ
て
る
計
画
を
立

て
た
。
か
ね
て
懸
案
の
市
庁
舎
の
移
転
改

築
を
、
博
覧
会
と
抱
き
合
わ
せ
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
二
月
二
十
日
過
ぎ
計
画
案
が
市
会
に
付
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
反
対

論
が
強
く
、
市
民
の
間
か
ら
も
移
転
反
対
の
声
が
あ
が

っ
て
、
記
念
事
業
計
画
は
暗
礁
に
の
り
あ
げ
た

(後
述
)。
そ

の
う
え
、
あ

て
に

し
て
い
た
博
覧
会
費

=

万
五
〇
〇
〇
円
に
対
す
る
二
万
円
の
県
費
補
助
も
承
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
百
済
文
輔
知
事
が
、
博
覧
会
に
も

実
業
連
合
会
が
計
画
し
て
い
た
共
進
会

(経
費
六
万
円
の
う
ち
一万

円
の
県
費
補
助
を
見
込
む
)

に
も
反
対
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
今
秋
京
都
で
大
博

覧
会
が
開
催
さ

れ
る
か
ら
、
奈
良
で
小
規
模
な
博
覧
会
や
共
進
会
を
開
い
て
も
、
客
を
引
き

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
御
大
典
記
念
事
業
の
目
玉
に
し
た
博
覧
会
は
、
結
局
、
お
流
れ
に
な

っ
た

(京
都
大
博
覧
会
に
三
六
坪
余
り
の

奈
良
市
の
特
設
館
を
つ
く
った

)
。

こ
れ
に
並
行
し
て
準
備
の
す
す
め
ら
れ
て
い
た
市
制
三
十
周
年

の
祝
賀
行
事
は
、
五
月
の
は
じ
め
華
々
し
く
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

一
日
か
ら
三
日
間
の
予
定
だ

っ
た
が
、
初
日
が
雨
に
た
た
ら
れ
た
た
め
、

こ
の
日
の
行
事
は
県
公
会
堂
で
の
祝
賀
式
と
祝
宴
に
と
ど
め
、

(
豁
)

 四
日
ま
で
期
日
が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
。
祝
賀
式
で
大
国
市
長
は

「
開
濶
清
楚
な
る

一
大
文
化
都
市
の
実
現
に
向
か

っ
て
邁
進
」
す
る
決

意
を
表
明
し
た
。
祝
賀
行
事
に
呼
応
し
て
、
東
大
寺
で
も
荘
厳
な
大
仏
供
養
が
営
ま
れ
た
。
聖
武
天
皇
祭
に
あ
た
る
二
日
に
は
、
県
公

会
堂
か
ら
大
仏
殿
ま
で
、
僧
兵
や
稚
児
に
よ
る
大
衆
行
列
に
導
師

の
行
列
が

つ
づ
き
、
華
や
か
な
天
平
絵
巻
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、
舞
楽
も



奉
納

さ

れ

た

(行
列
は
最
終
日
の
六

日
に
も
行
わ
れ
た

)
。

祝

賀

日

和

に
恵

ま

れ

て
市

で
は
、

趣

向

を

こ

ら
し

た
町

々

の
山

車

・
屋

台

・
仮

装

行

列

が

市

内

を

練

す
べ

り
歩
い
て
辷
り
坂
に
向
か
い
、
見
物
人
も

つ
ぎ

つ
ぎ
に
押
し
か
け
て
雑
踏
し
た
。
午
後
三
時
か
ら
は
南
大
門
跡

の
余
興
会
場

で
、
各
町

ご
自
慢
の
歌
や
出
し
物
の
競
演
が
あ

っ
て
暮
夜
に
及
ん
だ
。
日
暮
れ
と
と
も
に
、
家
ご
と
の
祝
賀
堤
灯

に
火
が
と
も
さ
れ
、
七
時
半
か

ら
堤
灯
行
列
、
猿
沢
池
畔
で
は
仕
掛
花
火
が
あ
げ
ら
れ
た
。
『奈
良
新
聞
』
の
大
げ
さ
な
表
現
に
よ
れ
ば
、
「火
の
海
人

の
波
/
狂
い
舞

ふ
百
鬼
の
踊
り
」
、
三
日
間
に
わ
た

っ
て
奈
良
は
祝
賀
気
分

で
湧
き
た
っ
た
。

秋
に
は
御
大
典
の
お
祝
い
が
あ

っ
た
。
昭
和
天
皇
の
即
位
礼
は
、
十

一
月
十
日
に
京
都
御
所

で
行
い
、

つ
づ
い
て
大
嘗
祭
が
営
ま
れ

る
予
定
で
あ

っ
た
。
記
念
事
業
の
目
玉
だ

っ
た
博
覧
会
は
日
の
目
を
み
な
か

っ
た
が
、
ほ
か
に
も
、
小
公
会
堂
の
新
営
や
小
学
校
の
奉

第四章 経済不況と奈良

三条町の屋台を囲む人々(2田

(『奈良新聞』昭和3年5月4日 付

安
庫
建
設
か
ら
西
国
三
十
三
か
所
の
出
開
帳
に
い
た
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
案
が
出

て
き
て
は
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
市

で
は
、
九
月
の
は
じ
め
大
国
市
長
を
会
長
と

す
る
大
礼
奉
祝
会
を
組
織
し
、
奉
祝
の
準
備
を
す
す
め
た
。
奉
祝

の
期
間
は
、
大
正

天
皇
の
即
位
礼

の
と
き
に
な
ら

っ
て
天
皇

・
皇
后
が
上
洛
す
る
十

一
月
六
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
二
五
日
間
と
き
め
ら
れ
た
。
十

一
月
六
日
、
大
国
市
長
は
告
諭
を
出
し

み
な
ぎ

せ
い
こ
ん

て

「和
平
祥
瑞

の
気
漲
る
中
に
御
大
礼
奉
祝
奉
謝
の
誠
悃
を
致
す

べ
き
」
と
説
き
、

神
社
参
拝

・
国
旗
掲
揚

・
交
通
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
注
意
を
う
な
が
し
た
。
大
礼

当
日
の
十
日
に
は
、
午
前
九
時
か
ら
市
会
を
開
い
て
賀
表
奉
呈
を
決
議
、
十
時
か
ら

市
会
議
場

で
庁
内
拝
賀
式
を
挙
行
し
た
あ
と
市
民
に
祝
酒
を
振
舞

い
、
午
後
二
時
か

ら
県
公
会
堂

で
官
民
合
同
奉
祝
会
を
開
催
、
午
後
三
時
、
京
都
御
所
で
の
総
理
大
臣

の
万
歳
三
唱

の
時
刻
に
合
わ
せ
て
万
歳
を
三
唱
す
る
と
と
も
に
、
市
内

一
斉
に

「鳴
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笛
撞
鐘
」
(工
場
な
ど
で
は
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
お
寺
で
は
鐘
を
つ
く
)、
夜
に
は
大
堤
灯
行
列
が
行
わ
れ
た
。
以
後
、
小
学
校
児
童
大
運
動
会

(叶
三
)
、

神
社

へ
の
大
嘗
祭

奉
幣
使
参
向

(十
四
日
、
十
五

日
、
十
七
日

)
、
奉
祝
舞
楽
挙
行

(謝
凱
繭
偲
興
)、
陸
海
軍
軍
楽
隊
に
よ
る
大
音
楽
会

(配
卅
舶
ガ
)
と

つ
づ
き
、
二
十
三
日
、

天
皇

・
皇
后
の

「畝
傍
山
陵
御
親
謁
」
に
あ
た

っ
て
は
、
奉
迎
送
の

「赤
誠
を
披
瀝
」、
小
学
生
た
ち
は
若
草
山
に

「
奉
祝
」

の
旗
文

字
を
描
い
た
。
明
治
憲
法
の
も
と
、
天
皇
が
絶
対
の
統
治
権
者
と
し
て
日
本
国
に
君
臨
し
て
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

大
正
末
ご
ろ
か
ら
市
庁
舎

の
老
朽
化
が
問
題
に
な
り
、
同
十
五
年

(一九二六)
に
は
市
庁
舎
改
築

準
備
委
員
会

の
発

市
庁
舎
の
新
営

足
を
み
た
が
、
財
源
が
な
い
ま
ま
、
庁
舎
の
敷
X

1
0
0
0
坪
は
無
償
提
供
に
よ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
の
た

め
、
県
立
農
事
試
験
場
の
跡
地

(現
油
阪
町
)
や
油
阪
池

の
埋
立

て
地
が
候
補

に
あ
げ
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
不
調
に
終
わ
り

(紬
繖
馳
齣
蝴
齢

のの
鮖
儲
攤
孀
慰
擢
蘇
纒
被
馳
)、
十

一
月
、
三
条
池

(現
三
条

池
町

)
を
埋
め
立
て
、
こ
こ
に
移
築
す
る
こ
と
に
ほ
ぼ
内
定
し
た

(肺
齣
舫
練
碓
○立
㎝
聹
贊
飜
彌
ザ

献
臓
割
睦
堪
耽
篭
噺
畔
ゼ
鞠
姫
の
て○
エ○
輯
勧
勧
彫
レ
犯
ど○
豹
湃
煙
)。
し
か
し
、
こ
の
計
画
案
に
対
し
て
は
、
早
速
、
市
庁
舎
は
老
朽
化

し
て
い
る
も

の
の

応
急
工
事
を
施
せ
ば
二
、
三
年
は
も

つ
、
い
ま
財
源
の
な
い
と
き
に
新
改
築
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
、
と
の
反
対
論
が
あ
が

っ
た
と
い
う
。

翌
昭
和
二
年

(一九二七)
を
迎
え
、
三
年
に
予
定
さ
れ
た
昭
和
天
皇

の
御
大
典

の
記
念
事
業
と
し
て
博
覧
会
開
催

の
議
が
お
こ
り
、

三
条
池
を
埋
め
立
て
て
会
場
に
あ
て
、
博
覧
会
終
了
後
そ
の
本
館
を
新
市
庁
舎
と
す
る
案
が
浮
上
、
三

一
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て

(二
年
度
追
加
予
算
と

三
年
度
予
算
に
よ
る
)
翌
三
年
二
月
二
十
二
日
の
市
会

に
付
議
さ
れ
た
。

一
石
二
鳥
の

「名
案
」
と
思
わ
れ
た
が
、
反
対
意
見
が
強
く
委
員

付
託
と
な

っ
た
。
翌
日
委
員
会
が
実
地
検
分
を
行

っ
た
結
果
、
三
条
池
の
西
半
部
に
市
庁
舎
を
設
け
る
原
案
に
は
、

正
門
と
道
路
面
と

の
段
差
、

一
階
の
採
光
な
ど
設
計
上
に
問
題
が
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
暗
渠
工
事
や
国
鉄
奈
良
駅

へ
の
道
路
拡
幅
の
予
算
が
計
上
さ
れ

ず

さ
ん

て
い
な
い
な
ど
、
計
画

の
杜
撰
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
反
対
派
議
員
が
こ
れ
に
勢
い
づ
い
て
、
市
会
は
紛
糾
し
た
。
改
築
推
進
派
だ

っ

た
与
党

の
八
日
会
は
、

一
部
修
正

の
う
え
原
案
賛
成
の
立
場
を
と

っ
た
が
、
五
月
会
は
三
条
池
の
埋
立
て
に
反
対
し

て
奈
良
ホ
テ
ル
東

側

の
楡
伽
山
麓

へ
の
移
転
を
主
張
、
市
政
研
究
会
は
市
庁
舎
の
移
転
改
築
と
博
覧
会
を
分
離
せ
よ
と
し
て
計
画
に
反
対
し
た
。
二
十
三
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日
役
員
会
を
開
い
た
町
総
代
協
会
が
、
翌
二
十
四
日

「
博
覧
会
収
入
を
市
庁
舎
の
建
築
予
算
に
充
当
せ
ら
る
る
如
き
計
画
」
の
撤
回
を

陳
情
、
こ
の
夜
電
気
館
で
開
か
れ
た
市
民
大
会
に
は
六
〇
〇
人
が
参
加
、
市
の
計
画
案
に
徹
底
的
に
反
対
す
る
決
議
を
行

っ
た
。
二
十

五
日
夜
に
開
か
れ
た
市
会
に
は
、
五
〇
〇
人
も
の
傍
聴
者
が
押
し
か
け
、
「喊
声
怒
号
、
堂
を
圧
し
」
流
会

に
終
わ

っ
た
。
市
民

の
間

に
反
対
の
声
が
ひ
ろ
が
る
な
か
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
継
続
市
会
で
、
市
庁
舎
の
移
転
改
築
案
は
つ
い
に
無
期
延
期

に
決
ま

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
朽
化
が
ひ
ど
く
手
狭
に
も
な

っ
て
い
た
市
庁
舎
の
改
築
は
、
急
を
要
す
る
課
題
で
あ

っ
た
。
七
月
に
な

っ
て
、

市
会
も
市
庁
舎
建
築
調
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
建
築

・
敷
地

・
財
源
の
三
調
査
部
に
分
か
れ
て
検
討
を
は
じ
あ
た
。
翌
四
年
を
迎
え
、

市
当
局
は
現
在
地
に
木
造
で
市
庁
舎
を
建
て
る
意
向
を
か
た
め
、
調
査
委
員
会
も
こ
れ
に
同
調

(建
築
部
会
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の

移
転
改
築
案
は
将
来
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
)
、

二
月

七

日
の
市
会

で
、
現
在
地
に
木
造
二
階
建
て
の
庁
舎

(
一九
〇
坪
)
と
議
事
堂

(駟
九
)
の
二
棟
を
建
て
る
こ
と
が
、
す
ん
な
り
と
決
ま
っ
た
。

四
月
の
は
じ
め
、
市
役
所
は
第
五

(佐
保
)
小
学
校
に
引
越
し

(獣
畔
鄭
購
)、
市
議
事
堂
に
は
第

一
(椿
井
)
小
学

校
講
堂
が
あ
て
ら

れ
た
。
工
事
は
順
調
に
す
す
み
、
十
二
月
初
め
に
落
成
す
る
が
、
こ
の
間
議
事
堂
の
名
称
を
公
募
、
十

一
月
下
旬

に
、
四
六
と
お
り
の

名
称
の
中
か
ら

(応
募
数

九
八
八
)
「奈
良
会
館
」
が
選
ば
れ
た
。
十
二
月
五
日
に
新
庁
舎
見
学
会
、
六
日
に
新
築
祭
を
行

い
、
七
日
午
前
十
時

か
ら
新
装
成

っ
た
市
会
議
事
堂
で
竣
成
式
を
挙
行
、

つ
づ
い
て
初
市
会
を
開
催
し
て

(奈
良
会
館
使
用

条
例
を
議
決

)
祝
宴

に
移
り
、

め
で
た
く
式
典
を

終
わ

っ
た
。
翌
八
日
の
日
曜
日
に
仮
庁
舎
か
ら
新
庁
舎

へ
の
移
転
を
完
了
、
九
日
か
ら
新
庁
舎

で
の
仕
事
が
始
ま

っ
た
。

新
庁
舎
本
館
は
延
坪
数
二
八
〇
坪
、
議
事
堂
は
八
七
坪
五
合

(内
控
室
一三
坪
、

傍
聴
席
【四
坪
)
、
軒
の
高
さ
は
本
館
三
〇
㍑
、
議
事
堂
二

一
μ
、
二
階

の
床
が
付
近
の
民
家
の
高
さ
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
お
さ
え
た
の
だ
と
い
う
。
総
工
費
八
万
二
七
七
八
円
三
二
銭

(馳
蝶
聯
斯
玲
輔
"
鯤
0
0谷

⑳
珊
燈
)、
そ
の
大
半
は
基
本
財
産
か
ら
の
流
用
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

昭
和
三
年

(
一九
二八)
二
月
二
十
日
、
普
通
選
挙
に
よ
る
は
じ
め
て
の
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

「
民
政

・
政
友

・

無
産

・
中
立

の
候
補
十

一
名
が
押
立

っ
て
連
日
連
夜
劇
か
レ
殴
ど
入
り
乱
れ
、
言
論
戦
に
文
書
戦
に
ポ

ス
タ
ー
戦

総

選

挙

と

市

議

・

市

長

選
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に
死
に
も
の
狂
い
の
悪
戦
苦
闘
」

の
選
挙
戦
だ

っ
た
と
あ
る
よ
う
に

(編
櫞
娘

齠
悧
一一薛
彬
月
)、
言
論
戦
が
選
挙
運
動
の
中
心
に
な

っ
た
点

に
、

こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
こ
の
選
挙
の
特
徴
が
あ

っ
た
。
有
権
者
が
激
増
し
た
た
め
で
あ
る
。

奈
良
市
の
有
権
者
は
九
〇
二
三
人
、
『奈
良
新
聞
』
は

「特

に
労
働
階
級

の

新
有
権
者
が
勤
め
に
出
る
前
の
時
間
を
さ
い
て
貴
重
な
る

一
票
を
盛
ん
に
行

使
し
た
の
で
」
早
く
か
ら
投
票
率
が
あ
が
り
、
「印

ハ
ン
テ
ン
で
ハ
ッ
ピ

の

労
働
者
、
背
広
姿
の
俸
給
生
活
者
、
お
棚
の
番
頭
ら
し

い
前
だ
れ
君
た
ち

の
中
、
ま
ち

っ
て
杖
を
力
の
盲
人
が
点
字
投
票
を
し
て
イ
ソ
イ
ソ
と
帰

っ
て

行
く
の
は
普
選
そ
の
も
の
の
色
彩
を

つ
く

っ
て
ゐ
た
」
と
、
当
日
の
選
挙
風

景
を
伝
え
て
い
る

(同
前
)。
田
中
立
憲
政
友
会
内
閣
の
は
げ
し
い
選
挙
干
渉

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
憲
民
政
党

(昭
和
二
年
六
月
、
憲
政
会
と

政
友
本
党
が
合
同
し
て
結
成
)

が
健
闘
、
わ
ず

か

一
議
席
の
差
に
と
ど
ま

っ
た
。
定
数
五
人
の
奈
良
県
で
も
、
前
年
九
月

の

県
会
議
員
選
挙
で
の
優
位
を
保
持
し
て

(普
通
選
挙
で

施
行
さ
れ
た
)、
民
政
党
か
ら
は
、
奈

良
市
の
八
木
逸
郎
を
は
じ
め
と
し
て
三
人
が
当
選
、
政
友
会
か
ら
は
二
人
に

と
ど
ま
っ
た

(労
働
農
民
党
か
ら
立
候
補
し
た
清
原
一

隆
11
西
光
万
吉
は
八
位
で
落
選
し
た

)。
昭
和
初
期

の
奈
良
の
政
界

で

は
、
政
友
会
よ
り
も
民
政
党
が
優
勢
で
あ

っ
た
。

翌
四
年
四
月
は
市
会
議
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
、

一
日
に
そ
の
選
挙
が
施

行

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
級
別
選
挙

(大
正
十
四
年
の
改
正
で
三
級
を
廃
し
、
二
級
と
一級
の

二
区
分
と
な
り
、
定
員
は
各
一五
人
に
な
っ
て
い
た

)

表24奈 良県 における総選挙 の結果(第16～20回 総選挙)

選挙区 剽 当落馴 当落嬲1当 落徽1当 落嬲1当 落嬲1当 落得票数1当落瀰1当 落有効得票総数 有権者総 数

総選挙実施年月日
立憲政友会 立憲民政党 無産政党 国民 同盟 昭 和 会 無 所 属 中立・その他 合 計

第16回総選挙ID

昭3(1928)2.20 奈良〔3}

田中内閣執行 37,808zi 37,0513 8,779 正 15,778 3 103,98756 125,181

第1徊 総選挙

昭5(1930)2.10 奈 良

浜口内閣執行 27,40312 15,2804 14,695 z 101,32854 107,328127,835

第18回総.選挙
昭7(1932)a.20 奈 良

犬養内閣執行 95,237zz 35,126zi 22,6221 102,98553 102,985129,763

第19回総選挙

昭11(1936)2.20 奈 良

町田内閣執行 33,34112 41,5273 7,910 i 2,5311 19,8411 105,15054 137,116

第20回総選挙

昭12(1937)4,30 奈良

林内閣 選 挙 27,7112 34,150ai 9,615 1 29,76212 101,23854 101,238137,960

遠山茂樹 。安達淑子 『近代日本政治史必携』(岩波書店.1961年 刊)よ り。
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で
な
く
、
普
通
選
挙
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
立
候
補
者
は
四
七
人
、
前
年
の
総
選
挙
同
様
は
げ
し
い
言
論
戦
と
文
書
戦
が
展
開
さ
れ

た
。
当
選
者
三
〇
人
の
う
ち
、
民
政
党
系
の
公
政
会
が

一
六
人
、
政
友
会
系
の
八
日
会
が
八
人
、
斯
民
会
が
五
人
、
残
る

一
人
は
無
所

属
と
い
う
色
分
け
で
あ

っ
た

(大
正
十
四
年
の
改
選
時
に
研
究
・純
正
・同
心
の
三
会
派
が
あ
り
、
昭
和
五
年
ご
ろ
八
日
会
・五
月
会
・市
政

研
究
会
の
三
会
派
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
流
動
が
は
げ
し
い
た
め
そ
の
系
譜
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

)
。

そ
の
年
の
八
月
に
、
市
長
の
改
選
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
後
任
市
長
を
選
出
す
る
た
め
の
市
会
が
紛
糾
し
た
。
公
政
会
は
同

派

の
市
議
、
民
政
党
員
の
森
田
宇
三
郎
を
推
し
た
。
か
れ
は
、
前
回
の
大
正
十
四
年

(一九二充)
の
市
長
改
選
の
折

に
も
有
力
候
補

に
あ

げ
ら
れ
た
が
、
反
対
派
が
か

つ
ぎ
だ
し
た
京
都
市
会
議
員
大
国
弘
吉

(青
年
期
ま
で

奈
良
に
在
住
)
に
敗
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

こ
ん
ど
は
二
度
目
の
挑

戦

で
あ

っ
た
。
八
日
会
と
斯
民
会
は
森
田
擁
立
に
反
対
、
前
者
は
大
国
市
長
の
再
選
を
期
し
、
後
者
は
大
阪
府
会
議
員

・
奈
良
市
街
自

動
車
株
式
会
社
社
長
の
石
原
善
三
郎
を
推
し
た
。
森
田
反
対
派
は
、
候
補
者
を

一
本
に
し
ぼ
れ
ず
、
公
政
会
の
切
り
く
ず
し
も
ま
ま
な

ら
な
い
ま
ま
、
市
長
選
挙
市
会
の
開
会
引
き
延
ば
し
を
は
か

っ
た
。
二
十

一
日
、
市
長
代
理
岡
田
助
役
の
名
で
召
集
さ
れ
た
市
会
は
、

森
田
反
対
派

の
策
動

で
混
乱
、
閉
会
宣
言
の
な
い
ま
ま
流
会
に
な

っ
た
。
事
態
を
憂
慮
し
た
県
で
は
、
急
き
ょ
甲
斐
地
方
課
長
を
奈
良

市
長
職
務
管
掌
に
任
命
し
て
、
二
十
二
日
午
後
七
時
三
十
分
に
市
会
を
召
集
さ
せ
た
。
反
対
派
は
こ
れ
に
欠
席
、

公
政
会

一
五
人
の
議

員

で
投
票
の
結
果
、
森
田
宇
三
郎
が

一
四
票
を
得
て

(
一票
は
森
田
が
掛
樋

議
長
に
投
じ
た
も
の
)
市
長
に
当
選
し
た
。
ま
こ
と
に
異
例
の
市
長
選
任
劇
で
あ

っ
た
。

森
田
市
長
は
、
財
政
の
立
て
直
し
を
施
政
の
第

一
に
お
き
、
緊
縮
方
針
を
と

っ
た
。
そ
れ
は
、
七
月
に
成
立
し
た

緊

縮

財

政

浜
口
内
閣
の
緊
縮
政
策
に
添
う
も
の
で
も
あ

っ
た
。

前
の
大
国
市
長
は
、
財
政
難
に
か
か
わ
ら
ず
積
極
政
策
を
と
り
、
と
き
に

「放
漫
政
策
」
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
じ
じ
つ
、

昭
和
三
年

(
一九二八)
度
も

「
曾
て
未
だ
類
例
な
き
/
厖
大
な
る
市
明
年
度
予
算
/
総
額
九
十
二
万
五
千
円
也
/
本
年

度
よ
り
二
十
九
万

三
千
円
の
激
増
/
極
端
の
度
を
超
え
る
借
金
政
策
」
と
報
じ
ら
れ
る
よ
う
な
積
極
予
算
を
組
み

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

二
年
三
月
二
日
付

)、
市
会
に
よ

っ
て

一

ふ

え

つ

七
万
五
〇
〇
〇
円
削
減
の

「斧
鉞
を
加
」
え
ら
れ
た
り
し
た

(同
三
月
十

二
日
付

)。
さ
す
が
に
四
年
度

の
予
算

は
、
緊
縮
方

針
を
と

っ
て
五
四
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万

四

一
二
二
円
と
し
た
が
、
不
況
下
の
こ
と
、
歳
入
は
減
少
す
る

し
、
四
年
五
月
末
日
現
在
の
市
税
の
滞
納
額
は
、
八
万
三
〇
〇
〇

円

に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
。

森
田
市
長
は
、
就
任
以
来
経
費

の
節
減

に
努
め

(脚
劇
醐
縅
燃
例

孀
し
)
、
翌
五
年

(
一x≫10)
正
月
に
は
二
〇
〇
余
人
を
招
待
す
る
恒

例

の
新
年
宴
会
も
廃
止
し
た
。
昭
和
五
年
度
の
予
算
は
徹
底
的
に

圧
縮
、
前
年
度
を
四
万
五
四

一
五
円
も
下
ま
わ
る
四
九
万
八
七
〇

七
円
と
し
た
。
人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
、
四
月
に
は
、
市
職
員

を

一
〇
人
余
り
、
約

一
割
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の

一
一
課
を

一
係
五
課
に
統
廃
合

(表
25
)、
「事
務

の
簡
捷
化
」

を

は
か

っ
た
。
し
か
し
、
緊
縮
を
急
ぐ
あ
ま
り
無
理
が
あ

っ
た
た
め

だ

ろ
う
か
、

一
年
数
か
月
後
の
七
年
十
二
月
、

こ
れ
を

一
係
八
課

に
改
め
て
い
る
。

表25市 の機構1

昭和7年

12月1日

昭和5年

4月1日

大正15年

4月1日

改 訂

年月日

秘 書 係

庶 務 課

教 育 課

戸 籍兵 事 課

産 業観 光 課

衛 生 課

工 務 課

税 務 課

会 計 課

秘 書 係

庶 務 課

教 育戸 籍 課

衛 生産 業 課

工 務 課

会 計 課

第一部

庶 務 課

学務兵事課

戸 籍 課

産 業 課

衛 生 課

工 務 課

水 道 課

都市計画課楽

第二部

税 務 課

会 計 課

昭和8年

136人

昭和5年

110人

大正15年

87人職員数

※印は大正15年10月新設 『市勢要覧』による。
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と
こ
ろ
で
、
不
況
が
深
刻
化
す
る
に
と
も
な
い
、
税
収
は
落
ち
る
し
、
政
府
補
助
金
は
減
る
、
水
道
料

・
市
場
使

用
料

.
市
営
住
宅

費
な
ど
も
軒
な
み
減
収
、
そ
れ
に
小
学
校
尋
常
科
の
授
業
料
を
廃
止
し
た
こ
と
と
、
七
月
三
十
日
の
豪
雨

に
よ
る
水
害
も
こ
た
え
た
。

九
月
十
日
付
の

『奈
良
新
聞
』
は

「市
の
台
所
に
大
き
な
穴
」
と
報
じ
て
い
る

(赫
蝋
麟
聆
嵯
雛
吐
尉
凱
彫
劫
妣
凱
ぼ
ガ
蝋
嫦
げ
削
劬
煙
嫐
咏
狙
ど
)
。

し
た
が

っ
て
、
昭
和
六
年
度
の
予
算
も
き
び
し
い
も
の
と
な

っ
た
。
予
算
総
額
四
九
万
九
八
三
四
円
、
極
度
に
き
り

つ
め
た
五
年
度

よ
り
わ
ず
か

一
〇
〇
〇
円
ば
か
り
の
増
に
と
ど
ま

っ
た
。
し
か
も
診
療
所

・
商
工
相
談
所
の
開
設
、
消
防
手
四
人
の
常
備
な
ど
を
盛
り
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こ
ん
だ
苦
心
の
編
成
で
あ

っ
た
。
各
費
目
に
わ
た

っ
て
節
減
を
は
か
っ
た
た
め
だ
が
、
市
長
と
助
役
の
年
俸

(市
長
四
八
四
〇
円

助
役
二
二
八
〇
円
)

の
二
割

減
も
見
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
市
長
派

の
公
政
会
議
員
が
、
市
議
費
用
弁
償
額

一
六
〇
〇
円
の
全
廃
を
決
議
す
る

一
幕
も
あ

っ

た
と
い
う
。

昭
和
七
年
度

の
予
算
は
、
少
し
ば
か
り
ふ
や
し
て
五
三
万
五
七
二
四
円
と
し
た
が

(確
定
予
算
は
五
三

万
四
三
二
二
円

)
、
八
年
度

の
予
算

は
、
ま
た
も

五
〇
万
円
を
割

っ
て
四
九
万
八
五

一
八
円

(確
定
予
算
は
四
九

万
七
八
八
四
円

)、
『奈
良
新
聞
』
は

「非
常
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
/
依
然

緊
縮
/
し
か
も
約

一
万
円
の
減
税
を
断
行
」
と
報
じ
て
い
る

(昭
和
八
年
二

月
十
八
日
付
)。
『奈
良
新
聞
』
は
、
七
年
度
予
算
に
つ
い
て

「
奈
良
市
長

の
腕
の
冴
え
」
、

八

年
度
予
算
に

つ
い
て
は

「光
る
森
田
市
長
の
凄
腕
」
な
ど
と
、
し
き
り
に
市
長
を
持
ち
あ
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
松
本
仙
太
郎
助

役

の
財
政
的
手
腕
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
松
本
助
役
は
、
四
年
十
二
月
に
就
任
以
来
、
市
長

の
片
腕
と
し
て
財

政

の
緊
縮
に
努
め
、
市
税
の
滞
納
整
理
や
公
債
の
低
利
借
換
え
を
す
す
あ
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
を
は
か

っ
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
八
年
度
も
緊
縮
予
算
だ

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
森
田
市
長
は
、

こ
れ
ま
で
極
力
押
さ
え
て
き
た
新
規
事
業
を

企

て
た
。
第
六
小
学
校
の
建
設
と
循
環
道
路
の
新
設
、
東
之
阪
地
区
整
理
事
業

の
三
件

で
、
世
に

「
三
大
事
業
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で

あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
緊
縮
方
針
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な
い
よ
う
な
大
転
換

で
、
八
月
末
に
予
定
さ
れ
た
市
長
選
に
備
え
て
の
思
惑
が
あ

っ

て
の
こ
と
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
の
ち
に

『
奈
良
新
聞
』
も
、
任
期
満
了
を
前
に

「自
己
の
信
任
を
市
会
に
問
は
ん
と
す
る

一
念
」

か
ら
出
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
財
政
計
画
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
度
か
ら
十
年
度
に
わ
た

っ
て
、
第
六
小
学
校

の
建
設
費
に
二
九

万
円
、
道
路
の
新
設
費
に

一
五
万
八
〇
〇
〇
円
が
必
要
だ
が
、
前
者
に

つ
い
て
は
二
一二
万
円
、
後
者
に
つ
い
て
は

一
三
万
円
、
計
三
六

万
円
を
政
府
の
低
利
資
金
に
よ
る
起
債
に
仰
ぎ

(五
か
年
据
置
き
、
一

五
年
間
で
償
還
予
定
)
、
不
足
額
八
万
八
〇
〇
〇
円
は
基
本
財
産
の
運
用
や
市
債
の
低
利
借

り
換
え
に
よ
る
利
子
の
余
剰
に
よ

っ
て
ま
か
な
い
、
地
区
整
理
事
業
も

一
八
万
円
の
起
債

(国
・県
の
交
付
金
と
改
善
事

業
の
収
入
に
よ
り
償
還
予
定
)

に
よ
る
と
い
う
の

で
あ

っ
た
。
計
画
は
八
年
七
月
の
市
会
に
上
程
さ
れ
た
が
、
市
長
反
対
派
の
純
正
倶
楽
部
ま
で
こ
れ
に
賛
成
し
て
満
場

一
致
で
あ

っ
さ
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り
と
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
森
田
市
長
は
、
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
な
く
、
同
年
九
月
の
市
長
選
に
敗
れ
、
そ
の
地
位
を
退
く
こ
と

に
な
る
。

昭
和
七
年

(一九三
二)
四
月

の
こ
と
で
あ
る
。
開
会
中
の
市
会
に
、
突
如
と
し
て
市
長
不
信
任
の
動
議
が
出
さ
れ
、

市

会

の

混

迷

票
決
の
結
果
、
賛
成

一
〇
、
反
対
六

で

(出
席
議
員
二
〇
人
、
内
三
人

退
場
、
議
長
は
投
票
せ
ず

)
森
田
市
長
の
不
信
任
案
が
可
決

さ
れ
た
。
森
田

市
長
は
民
政
党
系
の
公
政
会
の
支
持
を
得

て
市
長

に
な

っ
た
の
だ
が
、
お
よ
そ
二
年
八
か
月
の
間
に
離
合
集
散
が
あ

っ
て
市
長
反
対
派

(反
公
政
派
)
の
方
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
六
年
十
二
月
に
犬
養
政
友
会
内
閣
が
成
立
、
七
年

二
月
の
総
選
挙
で
、

民
政
党
に
か
わ

っ
て
政
友
会
が
衆
議
院
で
圧
倒
的
優
位
を
占
め
た
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

(奈
良
で
も
民
政
党
二
人
に
対
し
、
政

友
会
か
ら
も
二
人
が
当
選
と
な
った
)。

し
か
し
、
市
長
の
不
信
任
決
議
は
、
市
制
第
四
十
二
条

の
規
定
す
る
市
会

の
議
決
事
項
外
の
こ
と

で
、
第
九
十
条

で

「越
権

の
決

議
」
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
反
市
長
派

(反
公
政
派
)
が
市
長
不
信
任

の
正
当
性
を
訴
え
る
た
め
の
市
民
大
会
を

開
く
と
、
市
長
派

(公
政
会

)
は
市
民
大
会
批
判
演
説
会
を
開
い
て
こ
れ
に
対
抗
す
る
が
、
会
場
の
奈
良
会
館
に
反
公
政
派
が
入
り
込
み
、

十
数
人

の
暴
漢
が

壇
場
に
殺
到
し
て
混
乱
し
た
た
め
、
臨
場
の
警
官
に
よ

っ
て
解
散
が
命
じ
ら
れ
た
。
市
長
支
持

の
立
場
に
立

つ
民
政
党
系
の

『奈
良
新

聞
』
は
、
こ
の
事
件
は
反
市
長
派

(反
公
政
派
)
の
計
画
的
妨
害

で
あ
り
、
政
友
会

の
指
示
を
う
け
て
警
察
署
長
も
反
公
政
派
に
ま
わ

っ
て

い
た
と
批
判
し
て
い
る
。
二
週
間
後
同
紙
は
、
市
会
の
越
権
行
為

で
あ
る
不
信
任
決
議

に
対
し
、
市
制
九
十
二
条
三
項
に
よ

っ
て
取
消

し
命
令
を
発
す
べ
き
県
知
事
が
、
こ
れ
を
躊
躇
し
て
い
る
の
を
み
て
、

こ
ん
ど
の
市
長
不
信
任
決
議
は
、
民
政
党

の
優
勢
な
県
政
界
の

「
政
友
化
の
目
論
見
」
が
す
す
ま
な
い
た
め
、
反
公
政
派
を
手
先
に
民
政
党
所
属
の
森
田
市
長
の
追
出
し
を
は
か

っ
た
も
の
で
あ
る
と

し
、
斎
藤
知
事
が

「全
大
和
の
政
友
化
と
い
う
大
使
命
を
帯
び
て
」
任
命
さ
れ
た
知
事

で
あ
る
た
め
、

こ
の
ま
ま
取
消
し
命
令
を
出
さ

ず

に
放
任
す
る
の
で
な
い
か
、
な
ど
と
う
が

っ
た
憶
測
を
し
て
い
る

(昭
和
七
年
五

月
九
日
付

)
。
し
か
し
、
七
月
の
市
会
で
、
不
信
任
決
議
が
市
会

の
越
権
行
為
と
し
て
知
事
か
ら
取
り
消
さ
れ
た
旨
報
告
が
あ

っ
て
、
こ
の

一
件
は
落
着
と
な

っ
た
。
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翌
八
年
四
月
は
、
市
会
議
員

の
改
選
期

で
あ

っ
た
。
五
年
秋
の
国
勢
調
査

で
奈
良
市
の
人
口
は
五
万
二
七
八
四
人

(全
国
で
第

六
四
位

)
で
、

五
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
が
確
定
し
た
の
で
、
七
年
三
月
に
は
中
都
市
に
認
定
さ
れ
、
議
員
の
定
数
が
三
〇
人
か
ら
三
六
人
に
増
員
に

な

っ
て
い
た
。
四
月

一
日
に
行
わ
れ
た
選
挙

の
結
果
、
公
政
派
二

一
、
反
公
政
派

一
四
、
中
立

一
で
、
前
回
に
つ
づ
き
公
政
派
の
勝
利

と
な

っ
た
。
程
な
く
公
政
派
か
ら
四
人
が
中
立

に
ま
わ
り
、
反
公
政
派
の
斯
民

・
刷
新

・
国
同

(七
年
十
二
月
民
政
党
か
ら

分
か
れ
た
国
民
同
盟
系

)

の
三
派
が
純
正

倶
楽
部
を
結
成
、
市
会

の
色
分
け
は
公
政
会

一
七
、
純
正
倶
楽
部

一
四
、
中
立
五
と
な

っ
た
。
中
立
の
議
員
が
、
議
長
選
挙
で
は
公
政

派

に
つ
き
、
副
議
長
選
挙

で
は
純
正
倶
楽
部
に
同
調
、
議
長
は
公
政
派
、
副
議
長
は
純
正
倶
楽
部
が
と

っ
た
。

正
副
議
長
が
決
ま
る
と
、
議
員
は
市
長
選
挙
に
向
け
て
走
り
は
じ
め
た
。
五
か
月
後
に
森
田
市
長
の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
公
政
会
は
森
田
市
長

の
再
選
を
期
し
、
純
正
倶
楽
部
は
石
原
善
三
郎
を
か
つ
い
だ
。
石
原
は
、
前
回
に
も
市
長

候

補
者

の

一
人
と
し

て
名

の
あ
が

っ
た
人
物

で

(そ
の
と
き
は
、
国
会
議
員
を
狙
っ
て
い

て
本
人
も
乗
気
で
な
か
っ
た
と
い
う

)、
昭
和
五
年
二
月

の

総

選
挙

に
大
阪
府
か
ら
民
政
党
候
補
と
し
て
出
馬
、

念
願

の
当
選
を
果
た
し
た
が

(昭
和
三
年
の
第
一回

普
通
選
挙
に
落
選

)
、

七
年
二
月

の
総
選
挙
に
は
出
馬
を
断
念
、
節
を
曲

げ

て
反
民
政
党

に
転
じ
、
奈
良
市
長
を
ね
ら

っ
て

い
た
の
だ
と
い
う
。
市
議
選
に
あ
た

っ
て
は
反
公

政
派

の
候
補
者
を
応
援
、
純
正
倶
楽
部
が
結
成
さ

れ
る
と
そ
の
支
持
を
と
り

つ
け
る
と
と
も
に
、
公

政
派

の
切
り
く
ず
し
、
中
立
派
の
抱
き

こ
み
を
は

図6奈 良市の戸数 ・人口

(大正9年 ～昭和15年)

『統計 な ら』(平 成5年 版)に よる。
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か

っ
た
。
市
長
選
挙
を
前
に
、
市
会
の
勢
力
分
野
は
、
石
原
派
が
純
正
倶
楽
部

一
四
人
に
公
政
会
か
ら
転
じ
た
三
人

と
中
立
三
人
を
加

え

て
二
〇
人
、
森
田
派
が
公
政
会

一
四
人
に
中
立
二
人
を
加
え
て

一
六
人
、
と
予
想
さ
れ
た
。
『奈
良
新
聞
』
は

「
石
原
派
大
捷
せ
ん

ふ
た

〃
"/
二
十
対

一
六
で
森
田
派
敗
北
か
」
と
報
じ
て
い
る

(昭
和
八
年
九

月
二
十
日
付
)。
し
か
し
、
蓋
を
あ
け
た
と
き
に
は
、
公
政
会
か
ら
石
原
派

に
ま

わ

っ
た
の
が
二
人
で
石
原
派
は

一
九
人
、
対
す
る
森
田
派
は
公
政
会

一
五
人
と
中
立
二
人
の

一
七
人
と
な
る
。
水
面
下

で
多
額

の

「黄

白

の
餌
」
が
動
い
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

敗
北
が
明
ら
か
と
み
た
森
田
派
は
、
選
挙
市
会
の
開
会
の
引
き
延
し
を
策
し
、
石
原
派
は

一
九
人
が
連
署
し
て
、
市
会

の
速
や
か
な

開
会
を
要
求
し
た
。
九
月
十
八
日
、
よ
う
や
く
開
会
に
こ
ぎ

つ
け
た
が
、
傍
聴
席
か
ら
森
田
派
の
人
力
車
夫
二
人
が
飛
び
降
り
て
、
議

場

騒
然
、
や
む
な
く
散
会
と
な

っ
た
。
改
め
て
二
十
日
に
開
か
れ
た
市
会
で
は
、
森
田
再
選

・
石
原
排
斥
を
求
め
る
市
民
二
〇
九
〇
余

人

か
ら
の
陳
情
書
の
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
公
政
派

(漁
田
)
と
純
正
倶
楽
部

(漏
原
)
が
対
立
、
動
議
が
否
決
さ
れ
た
の
を
不
満
と
し

れ
ん
べ
い

て
公
政
会
の

一
五
人
が
連
袂
退
場
、
残
る
二

一
人
で
投
票
の
結
果
、

一
九
対
二
の
大
差
で
石
原
善
三
郎
が
第
十
代
市
長

に
決
定
し
た
。

攻
守
を
か
え
て
、
前
回
市
長
選
の
二
の
舞
い
が
演
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

松
本
助
役
は
、
直
ち
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
市
長
選
の
抗
争
が
尾
を
引
い
て
後
任
助
役
の
選
任
が
も
た

つ
き
、
そ

の
決
定
を
み
た
の

は
な
ん
と
九
か
月
後

の
翌
九
年
六
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
県
選
出
の
松
尾
代
議
士
ら
民
政
党
の
幹
部
が
動
い
て
、
野
党
の
公
政
会

の
了

解

を
取
り

つ
け
、
平
城
慈
門

(会
計
検
査
院
を
経
て

小
樽
市
経
済
課
長

)
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。

『
奈
良
新
聞
』
は
、
九
年
の
四
月
市
会
で
与
党
か
ら
市
長
批
判
が
出
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
た
と
き
、
「政
情

の
混

沌
と
し
て
定
め
な

き
事

に
よ

っ
て
知
ら
れ
た
る
奈
良
市
会
」
と
書
い
た

(昭
和
九
年
四

月
二
日
付

)。
昭
和
初
期
の
市
の
政
情
を
端
的
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
昭
和
十
二
年

(一九三七)
の
市
議
選
の
結
果
、
市
会
の
分
野
は
公
政
九
、
明
正
八

(瓢
政
)、
純
正
八
、
中
立
七
、
如
月
三
、
無
所
属

一
と

な
っ
た
が
、
議
長
選
挙
で
紛
糾
、
『奈
良
新
聞
』
は

「見
よ
新
市
会
の
醜
体
を
/
議
長
選
挙
よ
何
処
へ
行
く
?
」
と
報
じ
て
い
る
。
程
な
く
純
正
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第四章 経済不況と奈良

と
中
立
で
市
政
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た
ら
し
い
。
九
月
の
市
長
選
で
は
、
市
政
ク
ラ
ブ
は
公
政
会
と
と
も
に
市
の

「元
老
」
古
梅
園
の
松
井
貞
太
郎

を
推
す
こ
と
に
し
た
が
、
石
原
の
再
選
を
支
持
す
る
者
が
あ
っ
て
合
意
に
い
た
ら
ず
、
明
正
会
な
ど
も
石
原
を
推
し
て
、
す
ん
な
り
と
は
い
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
世
話
人
ら
の
裏
面
工
作
が
効
を
奏
し
て
か
、
各
派
と
も
松
井
で
合
意
、
十
月
八
日
の
市
会
で
名
誉
市
長
と
し
て
松
井
を
選
出

し
た
。
名
誉
市
長
は
松
井
の
希
望
に
よ
る
も
の
だ
が

(名
誉
市
長
で
な
い
と
出
馬
に
応
じ
そ
う
に
な
い
と
い

う
の
で
、
市
会
は
名
誉
職
市
長
条
例
を
制
定
し
た

)、
就
任
に
あ
た
っ
て
松
井
は
、
「歴
代
有
給
市
長

の
如
く
毎
日
登
庁
、
市
政
に
当
る
心
算
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

石
原
新
市
長
の
前
に
は
、
「
三
大
事
業
」
と
い
う
前
市
長
か
ら
の
重
い
置
土
産
が
あ

っ
た

(四
四
一

警
参
照
)。
市
会

の
承
認

市

政

の

転

換

を
得
て
い
る
も
の
だ
け
に
、
そ
の
実
現
は
新
市
長
に
と

っ
て
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
あ
り
、
十

二
月

の
初
市
会

で

の
施
政
演
説

で
も
冒
頭
に
そ
の
決
意
を
述
べ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
翌
九
年

(
一九
三四)
三
月
十
五
日
付

の

『
奈
良
新
聞
』

に
よ
れ
ば
、

こ
の
計
画
は

「将
来
の
市
財
産
に
何
等
の
考
慮
を
払
は
な
か

っ
た
の
は
勿
論
こ
の
遂
行
如
何
さ

へ
究
め
ぬ
杜
撰
極
ま
る
」

も

の
だ

っ
た
の
で
、
東
之
阪
地
区
整
理
事
業
は
昨
八
年
十
月
に
内
務
省
の
認
可
を
得
て

(咽
黼
脯
鋤
和
朧
麪
ハ齣
区○
蜘
瑚
勦
新
ゆ
奔
賜
倒
蛟
鮒
,
燉
雛
ポ
夥

そ

こ

四
月
か
ら
の
着
手
の
目
途
が
つ
い
た
も
の
の
、
第
六
小
学
校
の
新
設
に
つ
い
て
は

「
起
債
手
続
に
齟
齬
」
が
あ
り

(瞰
腑
麗
巓
靴
趾
騒
燈
に
巧

曙
慚
獣
細
初
が○
瑚
那
樹
彌
諏
瑠
ザ
ε
紛
に
厘
)
、
循
環
道
路
事
業
に
つ
い
て
は

「
県
当
局
の
横
槍
」
が
あ

っ
て

(幅
員
一二
・四
耕
の
計
画
の
と
こ
ろ
県

は
内
閣
告
示
に
よ
る
一六
駢
を
主
張

)
と
も

に

着
工
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
予
算
更
生
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。

九
年
度
予
算
は
、
七
四
万
三
二
二
〇
円

(確
定
は
七
三
万

一二
〇
五
円

)、
前
年
度
よ
り
大
幅
増

に
み
え
た
も
の
の
循
環
道
路
費

一
〇
万
三
五
二
五
円
、

第
六
小
学
校
費
九
万
八
六
七

一
円
を
計
上
し
て
い
た
た
め
、
実
際
は
三
万

一
=

一五
円
の
増
に
と
ど
ま
り
、
他
の
新
規
事
業
に
手
を
出

す

こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
九
年
四
月

一
日
か
ら
、
市
の
機
構
を
拡
張
し
て

一
係
八
課
を

=

一課
と
し
、
観
光
課
を
独

立
さ
せ
る
と
と
も
に
新
た
に
社
会
課
を
設
け
た
。
ま
た
、
水
道
経
済
を

一
般
会
計
か
ら
独
立
さ
せ
、
三
か
月
勘
定
の
徴
税
式
の
水
道
料

金

の
徴
収
を

一
か
月
勘
定
の
集
金
方
式

に
改
め
た
。
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ひ
き

つ
づ
き
市
は
滞
納
の
整
理
に
努
め
る
が
、
財
源
の
確
保

は
な
か
な
か
困
難
で
あ

っ
た
。
石
原
市
長
は
、
九
年

一
月
小
学

校
授
業
料
の
復
活
を
校
長
会
に
働
き
か
け
た
り
、
同
年
九
月
東

大
寺
に
対
し
大
仏
殿
拝
観
料
を

一
〇
銭
か
ら

一
五
銭
に
値
上
げ

し
て
値
上
げ
分
を
市
に
寄
付
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
い
ず

れ
も
反
対
さ
れ
て
た
ん
な
る
思
い
つ
き
に
と
ど
ま

っ
た
。
市
税

の
増
徴
も
目
論
む
が
、
「諸
般
の
事
情
」

で
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
。
適
当
な
財
源
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
代
議
士
の
経

歴
を
も
ち
中
央
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
自
負
し
て
い
た
市
長
は
、

東
京
に
赴
い
て
は
国
庫
補
助
金
の
獲
得
な
ど
に
奔
走
す
る
。

表26市 の機構2

昭和12年('37)

11月30日 改 定

昭和9年('34)

4月1日 改定

改 定

年月日

庶 務 課

学 校 課

兵 事 課

戸 籍 課

勧 業 課

観 光 課

保 健 社会 課

工 務 課

水 道 課

税 務 課

会 計 課

文書 秘 書 課

庶 務 課

学校 兵 事 課

戸 籍 課

勧 業 課

観 光 課

衛 生 課

社 会 課

工 務 課

水 道 課

税 務 課

会 計 課

昭和13年

183人

昭和9年

152人
職員数

『市勢要覧』 による。
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県
と
の
間
で
こ
じ
れ
て
い
た
循
環
道
路
問
題
は
、
新
た
に
計
画
案
を
作
成
し
て
幅
員

一
二

・
四
諸
の
除
外
例
認
可
を
申
請
、
九
月
は

じ
め
県
の
了
解
を
得
て
十
月
に
内
務
省
の
認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

(四
五
一

警
参
照
)
。
こ
れ
は
石
原
市
長
の
努
力

に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き

か

っ
た
と
い
う
。

三
大
事
業
の
う
ち
、
第
六
小
学
校

の
新
設
が
あ
と
に
残
さ
れ
た
。
九
年
九
月
の
第

一
室
戸
台
風
は
、
学
校
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
第
二
小
学
校

(飜
鳥
)
の
講
堂
が
倒
壊
、
校
舎

一
棟
が
大
破
、
第
三
小
学
校

(櫞
阪
)
で
は
本
館
階
上
の
講
堂
が
北

へ
傾
斜
し
て
、

校
舎
が
破
損
、
そ
の
復
旧
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
う
え
、
児
童
数
の
増
加
に
よ
る
収
容
難
の
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
十
年
度
予
算
に
二
二
万
六
六
五
〇
円
を
計
上
、
第
六
小
学
校
の
新
設
は
棚
上
げ
に
し
て
既
設
五
校

の
増
改
築
を
総
花
的
に
断
行

し
て
学
校
問
題

の
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。
油
阪
町
に
第
六
小
学
校

(掀
宮
)
が
新
設
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
三
年
の
こ
と
に
な
る
。



第四章 経済不況と奈良

十
年
度
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
数
万
円
増
の
八
〇
万
四
五
二
九
円
、
新
し
く
道
路
舗
装
費
五
三
〇
〇
円
と
住
宅
都
市
振
興
費

一
〇
〇

〇
円
が
組
ま
れ
て
い
た
。
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
が
、
後
者
は
前
年
十
二
月
に
工
務
課
が
住
宅
振
興
会
設
置
費
と
し

て
四
三
〇
二
円

の
予
算
要
求
し
た
も
の
が
、
大
き
く
削
減
さ
れ
た
と
は
い
え
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
工
務
課
の
予
算
要
求
を
報
じ

た

『奈
良
新
聞
』
は
、

こ
の
記
事
に

「遊
覧
都
市
か
ら
/
住
宅
都
市

へ
の
転
向
/
恒
久
性
を
帯
ぶ
奈
良
繁
栄
策
と
し

て
/
市
工
務
課
が

明
年
度

に
画
期
的
計
画
」
と
い
う
見
出
し
を

つ
け
た

(昭
和
九
月
十
二

日
二
十
八
日
付
)。
わ
ず
か
な
が
ら
住
宅
振
興
費
が
頭
を
出
し
た

の
は
、
住
宅
都
市

を
指
向
し
始
め
た
も

の
と
し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。

す
で
に
昭
和
八
年

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
年
度
か
ら
八
年
度
に
か
け
て
家
屋
の
新
築
は
八
七
三
戸
、
そ
の
う
ち
法
蓮

・
芝
辻

・
油
阪

方
面
が
約
半
分

の
四
二
六
戸

で
、
「
奈
良
市
は
北

へ
伸
び
」
(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
八

年
十
一月
十
四
日
付

)、
八
年
度
中
の
新
築
住
宅
は

一
八
七
戸
、
「
住
宅
は
西
北

あ

つ
せ
ん

部

に
」
ひ
ろ
が
り
始
め
て
い
た

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

九
年
四
月
六
日
付

)。
さ
き
の
予
算

で
住
宅
建
設
相
談
所
が
開
設
さ
れ

(吐
鮴
糀
媚
防
噌
鏃
ガ
澱
耐
か
艦
磆
)
、
京
阪

神
方
面
か
ら
の
誘
致
が
は
か
ら
れ
た
。
昭
和
十

一
年
を
迎
え
て
都
市
計
画
地
域
が
決
定
す
る
が
、
住
宅
地
域
は
奈
良
市
役
所
の
南
北
線

か
ら
以
東
と
大
軌
線
以
北

の
八
八
〇
万
坪
、
市
域
の
八
六
鮃
を
占
あ
た
。
昭
和
十
二
年
二
月
の

『奈
良
新
聞
』
に
は

「市
の
西
北
部
に

/
新
興
住
宅
地
/
建
築
材
料
暴
騰
を
尻
目
に
/
ど
し
ど
し
新
築
」
と
み
え

(二
月
二
十

七
日
付

)、
十
二
年
八
月

に
は
、
法
蓮

町
地
内
土
地
所
有

者

八
〇
人
が
、
区
画
整
理
設
計
組
合
を
組
織
し
て
黒
髪
山

一
帯
の
住
宅
地
開
発
を
計
画
、
「市
当
局
も
大
乗
気

で
工
費
の
二
割
五
分
補

助
」
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争
が
ひ
ろ
が

っ
て
い

っ
た
た
め
、
都
市
計
画
の

「グ

レ
ー
ト
奈
良
」
が
実
現
し

て
宅
地
開
発
が
す

す
み
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
後
の
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
か
ら
の
日
中
戦
争

の
全
面
化
は
、
奈
良
の
市
政
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
蘆
溝
橋
事
件
の
お
こ
っ
た
翌
八
月
、

石
原
市
長
が
上
京
し
て
重
要
事
業

に
つ
い
て
本
省

の
意
向
を
打
診
す
る
が
、
「
事
変

(当
時
、
日
中
戦
争
の
こ
と

を
日
支
事
変
と
呼
ん
だ

)

で
思

は
ぬ
不
首
尾
」

に
終

わ

っ
た
と
い
う
。
『市
勢
要
覧
』
(鞠
瀰
+
)

に

「本
市
土
地
高
燥
加

ヘ
テ
風
光
明
媚

ノ
地

ニ
シ
テ
天
然
ノ
恩
沢

二
浴
シ

ツ
・
ア
ル
モ
、
人
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為
的
施
設

ニ
ハ
遅
々
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
奈
良
は
、
近
代
都
市
と
し
て
の
基
盤
を
十
分
に
整
え
な
い
ま
ま
、
日
中
戦
争

の
全
面
化
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。
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2

都
市
計
画
と
道
路
の
整
備

大
正
八
年

(一九
一九)
わ
が
国
最
初
の
道
路
法
が
交
付
さ
れ
、
翌
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
道
路

の
種
類
、
路
線

の
認
定
を
は
じ
め
道
路
の
建
設

・
管
理

・
改
修

・
保
全
な
ど
全
般
的
に
規
定
し
た
も
の
だ
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
国

道

・
県
道

・
市
道
の
別
が
定
め
ら
れ
た
。

国
道
に
は
市
内
橋
本
町
元
標
を
起
点
と
し
、
登
大
路
町
を
経
て
北

へ
向
か
い
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
ま
で
の
旧
京
都
街
道
が
認
定
さ

れ
、
国
道
第

一
五
号
線
に
指
定
さ
れ
た

(奈
良
か
ら
八
木
・三
在
を
経
て
和
歌
山
ま
で
の
県
道
は
昭

和
六
年
に
国
道
に
昇
格
、
昭
和
十
五
年
改
修
工
事
完
成

)。
奈
良
市
関
係

で
県
道

に
認
定

さ
れ
た
の
は
、
表

27

の
と
お
り
で

一
二
線
を
数
え
る
。
そ
の
多
く
は
橋
本
町
元
標
を
起
点
、
あ
る
い
は
終
点
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

市
道
に
認
定
さ
れ
た
の
は
七
三

一
路
線
で
、
総
延
長
は
四
六

・
七
七
キ
。
で
あ

っ
た
。
そ
の
お
も
な
路
線
は
奈
良
東
市
線

(橋
本
町
～

東
市
村

)

・

奈
良
古
市
線

(橋
本
町
～
東

市
村
古
市

)

・
奈
良
誓
多
林
線

(臑
躰
罰
劉
細
)

・
奈
良
梅
谷
線

(黼
躰
齣
剳
木
)
な
ど
で
あ

っ
た
。

そ
の
の
ち
、
市
街
の
発
展

・
市
域
の
拡
大
、
そ
れ
に
新
道
の
整
備
に
と
も
な

っ
て
、
昭
和
十
二
年

(
一九
三七)
に
は
市
道

の
総
延
長
は

橋
梁
三
九
七
諸
、
道
路
は
、

一
九
五

・
六
五

一
キ
。と
な
る
。

都
市
の
道
路
整
備
に
あ
ず
か

っ
て
力
の
あ

っ
た
も
の
に
、
都
市
計
画
事
業
が
あ

っ
た
。
都
市
問
題

に
対
応
し
て
計

画
的
な
都
市
行
政
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
大
正
八
年

(
一九
一九)
都
市
計
画
法
、
市
街
地
建
築
物
法
が

公
布
さ
れ
、
翌
九
年
か
ら
六
大
都
市
に
実
施
さ
れ
た
。
同
法
は
そ
の
の
ち
に
地
方
都
市

へ
も
適
用
さ
れ
て
い
く
が
、
奈
良
市
が
そ
の
適

国

道

・

県

道

と

市

道

都

市

計

画

へ

の

蓿

手
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表27大 正9年 奈良市内通過の県道状況

県道路線名 起 点 終 点 おもな市内経過地

奈 良 大 阪 線 奈良市橋本町元標 大阪府堺王寺町藤 角振町 南城戸町

井 西木辻町 国道15号

線

奈 良 津 線 同 三重県三本松村 奈良大阪線 西木辻

(現室生村)三 本松 町 京終地方東側町

中辻町 肘塚町

奈 良 和 歌 山 線 同 和歌山県坂合部村 奈良大阪線 奈良津

(現五條市)上 野 線 京終地方東側町

南京終町

奈 良 月 瀬 線 同 月瀬 村(現 月ケ瀬 国道15号線 今在家

村) 町 川上町

北 倭 奈 良 線 生駒郡北倭村(現 奈良市橋本町 三条町 上三条町

生駒市)高 山 国道15号 線

奈良東向停車場線 奈良市橋本町元標 奈良市東向中町 奈良大阪線 東向南

町 東向中町

奈良公園奈良停車場線 奈良市登大路町奈 奈良市三条町停車 東向中町 中筋町

良公園 場 高天市町 油阪町

奈良京終停車場線 奈良市橋本町元標 奈良市南京終町京 国道15号線 奈良大

終停車場 阪線 奈良津線 南

京終町

奈 良 笠 置 線 同 京都府界狭川村 国道15号線 奈良月

(現奈良市)広 岡 瀬線 中ノ川町

東 山 奈 良 線 東 山村(現 山添村) 奈良市橋本町元標 能登川町 上清水横

桐山 町 頭塔町 春日野

町

乾 谷 奈 良 線 平城村(現 奈良市) 同 法華寺町 法蓮町

押熊 西包永町 東包永町

手貝町 国道15号線

奈 良 加 茂 線 奈良市橋本町元標 京都府界奈良阪町 国道15号線 奈良阪

町

『奈良県土木要覧』、旧 『奈良市史』から
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用
を
う
け
る
の
は
、
昭
和
三
年

(一九二八)

一
月

一
日
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
、
四
月
に
市
街
地
建
築
物
法
の
適
用
を
う
け
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
奈
良
市
で
は
、
大
正
九
年
八
月
か
ら
、

橋
本
町
の
道
路
元

標
を
中
心
に
、
東
西
各

一
五
〇
〇
間

(約
二
・

七
キ。
)、
南
北
各

一
〇
〇
〇
間

C廼
p
')
を
四
区
域
に
分
け
て
地
区
改
正
調

査
を
実
施
し
て
い

た
が
、
十
五
年
十
月
に
は
奈
良
市
都
市
計
画
調
査
会
を
発
足
さ
せ

(大
井
清
一工
学
博
士
を
顧

問
に
市
議
二
八
人
を
委
嘱
)、
市
役
所
内
に
都
市
計
画

課
を
新
設

(鰓
啝
駈

黼
謹
醂
擬
矼
黼
講
疏
鮒
駘
ど
鰐
膿
都
)
、
基
本
的
な
調
査
を
す
す
め
た
。
内
務
省

へ
の
申
請
な
ど
都
市
計
画
法
の
適
用
を
う
け
る
た
め
に
必
要
な
調

査
だ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
レ

さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
、
昭
和
三
年

一
月
、
都
市
計
画
法
の
適
用
を
う
け
た
の
に
つ
づ
い
て
、
四
月
に
は
、
市
街
地
建
築
物
法
の
適

用
も
あ

っ
た
。
都
市
計
画
法
に
も
と
つ
く
知
事
を
中
心
と
す
る
奈
良
都
市
計
画
地
方
委
員
会
の
発
足
は
や
や
遅
れ
、
そ
の
第

一
回
委
員

会
が
開
か
れ
た
の
は
翌
四
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
七
月
、
都
市
計
画
技
術
顧
問
安
田
精

一
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
見
と
お
し

を
語

っ
て
い
る

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

四
年
七
月
五
日
付

)
。

奈
良
市
も
商
業

・
工
業

・
住
宅
の
三
地
区
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
京
都
市
が
申
請
し
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
市
で
も
風
致
・
史
蹟
地
区
の

設
定
が
必
要
で
、
そ
の
範
囲
は
平
城
か
ら
奈
良
阪

・
春
日
山

・
白
毫
寺

・
帯
解
地
方

一
帯
に
わ
た
る
全
市
の
約
半
分
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
商
業
街

は
道
路
網
が
完
成
し
た
う
え
道
路
に
沿
わ
せ
、
そ
の
裏
を
住
宅
街
と
す
る
方
針
だ
か
ら
、
工
業
街
は
鉄
道
線
路
か
ら
西
南
に
向
か
っ
て
設
定
さ
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
都
市
計
画
を
す
す
め
る
う
え
で
衛
生
的
設
備
が
最
も
必
要
で
あ
り
、
確
か
な
計
画
に
も
と
つ
い
て
下
水
溝
工
事

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

都
市
計
画
区
域

(都
市
計
画
を
樹

立
す
べ
き
範
囲
)
と
し
て
昭
和
四
年
秋
に
な
る
と
、
奈
良
市
の
ほ
か
、
郡
山

・
帯
解

・
大
安
寺

・
辰
市

・
明
治

・
東
市

・

平
和

・
都
跡

・
伏
見

・
平
城
の

一
市
二
町
八
か
村
が
策
定
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
年

一
月
郡
山

・
帯
解

・
平
和
を
除
く

一
市
七
か
村
、
す

な
わ
ち
奈
良
市
と
大
安
寺

・
辰
市

・
明
治

・
東
市

・
都
跡

・
伏
見

・
平
城
を
都
市
計
画
区
域
と
す
る
こ
と
に
内
定
し
た
。
大
正
末
年
か
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ら
話
題
に
な

っ
て
い
た

「
グ
レ
ー
ト
奈
良
」

の
範
囲
が
い
ち
お
う
確
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
都
市
計
画
の
中
核
だ

っ
た
の
は
、
街
路
網
の
整
備
で
あ

っ
た
。
都
市
計
画
地
方
委
員
会
で
は
、
七
年
三
月
に
、
街
路
網
予

定
路
線
と
し
て
大
路

一
類

(幅
員
二
【

層
前
後

)
四
路
線
、
大
路
二
類

(禰
韻
一)
七
路
線
、
大
路
三
類

(端
題

)

一
四
路
線
、
小
路

(孀
懶
)
六
路

線
、
計
三

一
路
線
、
総
延
長
九
万
六
五
六
〇
材
を
き
め
て
い
る
が
、
翌
八
年
三
月
、
実
施
路
線
と
し
て
九
路
線
、
延
長
三
万
八
〇
〇
〇

層

を
内
定
し
た
。
登
大
路
北
之
庄
線

(登
大
路
ー
油
阪
i

三
条
-
北
之
庄

)

・
奈
良
阪
帯
解
線

(櫞
狼
蹶
11
橄
軈
-
)

・
春
日

一
の
鳥
居
尼
ケ
辻

線

(
一一勠
鳴
踞
列
肝
)

・
三
条
北
郡
山
線

(三
条
町
-
大

安
寺
-
八
条
)

・
登
大
路
大
森
線

(醴
款
鵬
口
鳩
飆
購
ー
)

・
法
蓮
肘
塚
線

(融
嗹
劇
競
縦
口
駄
嫐
)

・
登
大
路
肘
塚
線

(嶝
鰍
鞴

繼
剤
)

・
肘
塚
白
毫
寺
線

(肘
塚
-
紀
寺
ー

高
畑
-
白
毫
寺
)

・
紀
寺
古
市
線

(硫
峙
卸
藤
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
『奈
良
新
聞
』
は
、
こ
れ
を

内
務
省
に
答
申
、

そ
の
承
認
を
得
て
四
月
中
旬
ま
で
に
公
示
決
定
に
な
る
だ
ろ
う
と
報
じ
て
い
る

(昭
和
八
年
三

月
十
七
日
付
)
。
奈
良
市
で
は
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て

循
環
道
路
の
開
設
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
さ
き
の
九
路
線
は
、
循
環
道
路

の
形
式
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。

な
お
、
都
市
計
画
地
域
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年
六
月
に
ほ
ぼ
そ
の
調
査
を
終
了
し
、
翌
十

一
年
二
月
末
に
決
定
を
み
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
商
業
地
域
は
三
条
通
り

.
東
向

.
餅
飯
殿

.
下
御
門
を
中
心
と
す
る
地
域

一
六

一
診
、
五

・
四
鮃
、
(住
宅
地
域
内
の
主
要
道
路
の

両
側
ま
た
は
片
側
に
も
配
置
)
、

工
業
地
域
は
京
終
駅
付
近
と
奈
良
駅
西
方

の
二
〇
六
診
、
六

・
八
鮃
、
住
居
地
域
は
市
役
所
南
北
線
か
ら
以
東
と
大
軌
線
以
北
、
二
五

七
二
診
、
八
六
鮃
を
占
め
た

(ほ
か
に
未
指
定
地
約

五
三
診
、
一
・八
鮃
)
。

循
環
道
路
と
い
っ
て
も
、
建
設
工
事
が
必
要
だ

っ
た
の
は
南
部
で
の
東
西
幹
線
道
路
の
開
設
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ

循

環

道

路

ろ
紀
寺
か
ら
大
森
町

の
間
、
と
り
わ
け
綿
町
と
の
間
の
道
が
狭
か

っ
た
。
明
治
末
年
に
、
高
畑

に
奈
良
連
隊
が
設

置
さ
れ

(現
奈
良
教
育
大
学
の
西
の
紀
寺
に
練

兵
場
と
南
側
に
衛
戍
病
院
も
で
き
た
)
、
大
仏
前
か
ら
高
畑
ま
で
の
東
大
路
は
早
く
に
整
備
さ
れ
て
い
た
の
だ
が

(腱
櫞
硝
囑
齔
よ
)
連
隊
か

ら
西

に
向
か

っ
て
貫
通
す
る
道
路
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
道
路

の
新
設
は
連
隊

の
望
む
と

こ
ろ
で
も
あ

っ
た
。
昭
和
八
年

(一九三三)
春
に
こ
の
路
線
が
都
市
計
画
道
路
に
加
え
ら
れ
、
そ
の
開
設
が

「
三
大
事
業
」
の

一
つ
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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市
の
計
画
で
は
、
道
路
の
幅
員
は
道
路
法
に
よ
る

一
二

・
四
層
と
な

っ
て
い
た
が
、
県
は
都
市
計
画
法
に
よ
る

一
六
層
の
幅
員
を
主

張

し
て
了
承
を
与
え
な
か

っ
た
。
ま
た
、
工
費
の

一
部
を
県
費
の
補
助
に
仰
ぐ
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
県

の
方

で
昭
和
十
五

年

の
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
国
道

一
五
号
線
奈
良
-
八
木
間
の
整
備
工
事
に
か
か
わ

っ
て
い
て
、
内
務
省

の
直
轄

工
事
な
が
ら
工
費
の
三
分
の

一
が
県
費
の
負
担
に
な

っ
て
い
た
関
係
で
、
色
よ
い
返
事
を
し
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
市
で
は
計
画
を
練

り
な
お
し
、
道
路
幅
員
は
も
と
の

一
二

・
四
層
な
が
ら
除
外
例
認
可
を
申
請
、
九
年
九
月
の
は
じ
め
県
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
総
工
費

一
五
万
八
〇
〇
〇
円
の
う
ち
、
六
万
円
は
起
債
に
よ
り
、
三
分
の

一
は
受
益
者
負
担
、
九

分
の
二

(陀
万
)

は

国
庫
、
九
分
の

一

(
一万
五
〇

〇
〇
円

)
は
県

の
補
助
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
、
県
も
そ
の
補
助
を
了
承
し
た
。
十
月
に
内
務
省
の
認
可
が
あ
り
、

翌
十
年

一
月
に
受
益
者
負
担
規
程
も
で
き
、
五
月
に
な

っ
て
よ
う
や
く
事
業
の
お
膳
立
て
が
と
と
の
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
定
道

路

に
か
か
わ
る
住
民
は

=
二
六
人
、
用
地
買
収
や
家
屋
移
転

の
承
諾
を
得
る
の
が
大
仕
事
で
あ
っ
た
。
西
紀
寺
の
二
六
軒
が
最
後
ま
で

反
対
、
九
月
に
は
土
地
収
用
法
適
用
の
準
備
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
受
益
者
負
担
を
不
満
と
す
る
住
民
も
あ

っ
た
し
、
八
月
に

は
国
庫
補
助
の
う
ち

一
万
円
が
削
ら
れ
る
と
い
う
難
題
も
お
こ
っ
た

(石
原
市
長
の
陳
情
が
効
を
奏
し
十
一

年
度
に
追
加
補
助
が
認
め
ら
れ
る

)
。
そ
の
た
め
事
業

の

一
部
を
十

一
年

度

ま
で
繰
り
延
べ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
十

一
月
に
は
国
道

一
五
号
線
大
森
町
分
岐
点
か
ら
綿
町
に
い
た
る
第

一
期
線
が
完

成

し
て
、
翌
十

一
年

一
月
か
ら
綿
町
か
ら
練
兵
場
西
端
に
い
た
る
第
二
期
線
も
着
工
の
運
び
と
な

っ
た
。
十

一
年
十

一
月
末

に
全
路
線

が
竣
工
す
る
と
と
も
に
、
南
大
路
と
名
づ
け
ら
れ
、
十
二
月
九
日
、
紀
寺
町
の
崇
道
天
皇
社
前
道
路
で
開
通
式
が
あ
げ
ら
れ
た
。

都
市
計
画
道
路
第
三
期
線
と
し
て

つ
ぎ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
登
大
路
肘
塚
線
、
春
日

一
の
鳥
居
か
ら
紀
寺
ま
で
の
い
わ
ゆ
る

ホ

テ
ル
線

で
あ
る
。
延
長
八
八
〇
綴
、
幅
員

一
二
厨
、
工
費

一
六
万
五
〇
〇
〇
円
、
十

一
～
十
二
両
年
度
の
事
業
と
し
て
、
十

一
年
五

月

に
認
可
を
う
け
た
。
「市
の
外
廊
を
囲
巡
し
/
名
実
共
に
循
環
道
路
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和

十
一年
四
月
一日
付
)
、
当
時

は
大
仏

前
か
ら
南

へ
高
畑
に
い
た
る
東
大
路
で
は
な
く
、

こ
の
ホ
テ
ル
線
が
循
環
道
路
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
許
可
が
お
り
た
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第四章 経済不況と奈良

も
の
の
、

こ
の
事
業
も
難
航
し
た
。
十

一
年
度
事
業
と
し
て
南
大
路
か
ら
十
輪
院
畑
町
ま
で
の
二
四

一
綴
が
完
成

し
た
が
、
六
軒
町

・

福
智
院

・
片
原
町
の
住
民
が
立
ち
退
き
を
し
ぶ
っ
て

(旧
道
へ
の
路
線
変

更
な
ど
を
主
張

)
十
二
年
度
中
に
は
着
工
に
い
た
ら
ず
、
十
輪
院
畑
町
か
ら
片
原

町

に
い
た
る
六
四
六
綴
の
工
事
は
、
十
三
年
度
に
な

っ
て
よ
う
や
く
竣
工
す
る
。
最
大

の
難
関
は
奈
良
ホ
テ
ル
敷
地

(旧
大
乗

院
跡
地
)
の
割
譲

で
あ

っ
た
。
所
有
者
で
あ
る
鉄
道
省
が
言
を
左
右
に
し
て
買
収
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(当
時
奈
良
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
の
直
営
で
、
鉄
道
省
で
は
こ
れ

と
並
ん
で
和
風
旅
館
を
新
築
す
る
計
画
が
あ
った
ら
し
い

)
。

交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
昭
和
十
四
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

い
っ
ぽ
う
で
は
、
道
路

の
大
乗
院
庭
園
通
過
に
反
対
す
る
運
動

も

は
げ
し
く
な

っ
た
。
史
蹟
で
あ
る
名
園
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
日
本
庭
園
協
会
な
ど
を
中
心
に
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
用
地
買
収
の
話
も
ま
と
ま
り
、
庭
園
遺
構

に
か
か
ら
な
い
よ
う
道
路
を
東

へ

一
部
う
回
さ
せ
る
こ
と
に
計
画
を
変

更
す
る
こ
と
に
な

っ
た

(近
年
ま
で
大
き
な
松
が

路
上
に
残
さ
れ
て
い
た
)
。
四
月
に
路
線
の

一
部
変
更
を
申
請
し
て
、
よ
う
や
く
着
工
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

工
事
が
完

成
し
て
ホ
テ
ル
線
が
全
通
す
る
の
は
、
昭
和
十
五
年

に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
荒
池
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
細
い
道
を
西

に
ひ
ろ
げ
、
も
と
の
岸

の
と
こ
ろ
は
緑
地
地
帯
と
し
て
残
さ
れ
た
。

奈
良
市
が
市
道
路

の
舗
装
を
手
が
け
た
の
は
、
餅
飯
殿
通
り
が
最
初
で
あ

っ
た
。
「御
大
曲
ハ」

事
業

の

一
つ
と
し

道

路

の

舗

装

て
計
画
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
が
、
橋
本
町
か
ら
下
御
門
町
の
入
口
ま
で
延
長
約
二
〇
〇
間

(
約
三
六

〇
儲

)
は
、
工
費
約

一
万
円
で

(約
半
分
は

地
元
負
担
)
、
昭
和
三
年

(
一九二八)
秋
に
完
成
し
た
。

こ
の
前
後

の
こ
と
と
み
ら
れ
る
が
、
前
年
の
十
月
に
営
業
を
は
じ
め
た
奈
良
市
街
自
動
車
株
式
会
社

(晒
櫞
櫞
娘
駅
葡
紡
軸
越
顯
塒
揃
離
鑼
π
3

が
、
沿
道

の
住
民
か
ら
埃
が
た

っ
て
困
る
と
抗
議
を
受
け
、
石
原
善
三
郎
社
長

(の
ち
奈

良
市
長
)
の
決
断
に
よ

っ
て
、
独
立
で
油
阪
か
ら
高
天

あ
た
り
ま
で
の
道
路
の
舗
装
を
実
施
し
た
。
市
か
ら
は
勝
手
に
や

っ
た
と
非
難
さ
れ
、
履
物
屋
か
ら
は
高
下
駄
が
売
れ
な
く
な

っ
た
と

い

っ
て
、
旧
に
復
す
る
よ
う
強
硬
な
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
り
し
た
と
い
う

(昭
和
五
十
年
四
月
十

日
、
石
原
善
三
郎
談
)
。

そ
の
の
ち
、
不
況
と
緊
縮
財
政
の
せ
い
か
舗
装
事
業
は
棚
上
げ
に
な

っ
て
い
た
。
計
画
的

に
舗
装
が
す
す
め
ら
れ
る
の
は
昭
和
九
年
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度

を
迎
え
て
か
ら
で
、
十
二
月
に
は
東
向
花
芝
通
り
二
六
三
層
の
舗
装
が
完
成
し
た
。

つ
ぎ
に
実
現
を
み
た
の
は
、
県
道
三
条
通
り
の
舗
装
で
あ
る
。
前
年
七
月
沿
道
住
民
か
ら
県
土
木
課
に
舗
装
方
を
陳
情
す
る
と
こ
ろ

が
あ

っ
た
が
、
十
年
四
月
に
満
州
国
皇
帝
の
来
寧
が
あ
る
と
い
う
の
で
着
工
が
急
が
れ
た
。
国
鉄
奈
良
駅
前

の
国

道
交
差
点
か
ら
橋

本
町
ま
で
の
約
七
〇
〇
厨
は
、
二
月
に
工
費

一
万
余
円
の
う
ち
三
分
の

一
の
受
益
者
負
担
を
住
民
か
ら
了
承
を
と

り
、
皇
帝

の
来
寧

(
四
月
十

九
日

)
を
前
に
竣
成
し
た
。

市
で
は
、
昭
和
十
年
度
に
菩
提
町
-
川
之
上
突
抜
町
、
下
御
門
町
-
北
京
終
町
、
鍋
屋
町
-
後
藤
町
、
油
阪
町

-
下
長
慶
橋
の
四
路

線

の
舗
装
を
実
現
、
そ
の
の
ち
も
市
道
の
舗
装
を
す
す
め
て
い

っ
た
。
工
費
の

一
部
が
受
益
者
負
担
で
あ

っ
た
か
ら
、
北
市
の
よ
う
に

こ
れ
を
嫌

っ
て
舗
装
に
反
対
す
る
人
た
ち
も
い
た
。
舗
装
工
事
に
並
行
し
て
、
道
路
幅
員
の
拡
張
が
実
施
さ
れ
た
り
、
車
の
通
行
量
の

多

い
地
点
で
は

「軒
切
り
」
と
い
っ
て
道
路
に
出
て
い
る
軒
を
半
間
ほ
ど
切
り
と
る
こ
と
も
し
た
が
、
こ
れ
に
は
反
対
が
多
か

っ
た
と

い
う
。
県
の
方
で
も
ま
た
、
十
二
年

(
一九三七)
度
に
市
街
地
を
中
心

に
県
道

の
舗
装
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
が
、

戦
争

の
た
め
市
内

の
道
路
舗
装
は
遅
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
あ

っ
た
。
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